
 

資料-1 
 

資
料
編 

資料-1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 



 

資料-2 
 

資料編   
 

１. 双葉町復興町⺠委員会設置要綱 

（設置） 
第１条 東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故からの復興に向け、双葉町復興まちづくり計

画（以下「復興計画」という。）及び同計画に書かれた施策の推進に係る計画（以下「事業計画」

という。）の案の作成に係る意見等を求めるため、双葉町復興町民委員会（以下「委員会」とい

う。）を設置する。 

（所掌事項） 
第２条 委員会は、双葉町復興まちづくり計画推進会議からの求めに応じ、次に掲げる事項につい

て検討を行うものとする。 

（１）町民の生活再建の実現に向けた取組に関すること。 

（２）町民のきずなの維持・発展に向けた取組に関すること。 

（３）町の復興・再興に向けた取組に関すること。 

（４）その他復興計画の案の作成及びその推進並びに事業計画の案の作成に必要なこと。 

２ 委員会は、双葉町復興まちづくり計画推進会議の諮問に応じ、復興計画又は事業計画の案につ

いて審議を行い、意見又は見解を報告するものとする。 

３ 委員会は、双葉町復興まちづくり計画推進会議と連携し、復興計画及び事業計画の進捗管理を

行うものとする。 

（委員） 
第３条 委員会の委員は、町民及び復興施策について識見を有する者の中から、町長が委嘱する。 

２ 委員の任期は、委嘱の日から所掌事項に関する提言が完了する日までとし、欠員が生じた場合

における補欠の委員の任期は前任者の残任期間とする。 

（委員⻑及び副委員⻑） 
第４条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 
第５条 委員会は、委員長が招集する。 

（意⾒の聴取等） 
第６条 委員会に、復興計画に対する助言又は意見を聞くためアドバイザーをおくことができる。 

２ 委員会は必要に応じて町民等に意見を聞くことができる。 

３ 委員長は、国の行政機関及び福島県その他の関係自治体の職員をオブザーバーとして出席させ

ることができる。 
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（部会） 
第７条 第２条に掲げる事項について検討するため、委員会に「人の復興部会」と「町の復興部会」

を置く。 

２ 部会は、委員会の委員により構成されるものとする。 

３ 第３条から第６条の規定は、部会に準用する。この場合において、「委員会」とあるのは「部

会」、「委員」とあるのは「部会員」、「委員長」とあるのは「部会長」、「副委員長」とある

のは「副部会長」と読み替えるものとする。 

４ 部会長又は副部会長は、委員長、副委員長又は分科会長と兼ねることができない。 

５ 部会長は、検討状況を随時委員会に報告し、また、検討が終了したときは、その結果を委員会

に報告するものとする。 

（分科会） 
第８条 部会は、必要に応じて分科会を置くことができる。 

２ 分科会は、帰属する部会の部会員により構成されるものとする。 

３ 分科会の運営及び検討方法に関し必要な事項は、部会に準ずる。 

４ 分科会長は、分科会での検討が終了したときは、その結果を帰属する部会に報告するものとす

る。 

（庶務） 
第９条 委員会、部会及び分科会（以下「委員会等」という。）の庶務は、関係課の協力を得て復興

推進課において処理する。 

（補則） 
第１０条 この要綱に定めるもののほか、委員会等の運営及び検討方法に関し必要な事項は、町長が

別に定める。 

 

附 則 
１ この要綱は、平成２８年６月１日から施行する。 

２ 双葉町復興町民委員会設置要綱（平成２７年７月１日双葉町要綱第１４号）は、廃止する。 
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25 ふ た
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町 社 会

双樹会長/自治

葉 町

町 民 生 児 童
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双

双葉町復

に向けた取

に関するこ

への帰還に

会」と「町

を行ってま

そして、

二次）案」

ろでありま

今後、本

の意見等を

（第二次）」

込まれた内

ていただき

また、本

理と効果検

り組んでい

まちづくり

双葉町復興

復興町民委員

取組に関する

と」、「町の

に向けた取組

町の復興部会

いりました

本日、町か

についても

す。 

本日の委員会

を踏まえて町

を早期に

内容の早期実

ますよう、

本計画の策定

検証を行う等

いただきます

り計画（第

興まちづくり

員会には、

ること」、「

の復興・再

組方針」な

会」を設置

た。 

から示され

も、委員各

会で新たに
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策定すると
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り計画（第
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本委員会に
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どについて

置の上、それ
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各位から、様

に出された意
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民参画の仕組

続き、町民

お願いいたし

策定に関す

第二次）策定

に加え、「町
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様々なご意
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意気込みを

。 

組みを継続

との協働の

します。 

双

する意⾒書

定に関する

町民の生活

持・発展に

関すること

行うため、「

回開催し、熱

興まちづく

意見をいた

め、委員会

町復興まちづ

興に向け、

を持って取組

続し、取組み
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双葉町復興

書 

る 

活再建の実現

向けた取組
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人の復興部

熱心な議論

り計画（第

だいたとこ

・部会から

づくり計画

計画に盛り

組みを進め

みの進捗管

題解決に取

年 12 月 1 日

興町民委員会
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双葉町復興まちづくり計画（第⼆次） 
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